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 本論文は、三部構成をとっている。第一部は 3 つの章から構成されていて、社会学を中
心とした社会・人文科学において象徴的領域である「文化」が、しだいに主題化してくる
現象（「文化的転回」）と、そこでのプロブレマティークを考察している。 










 第 3 章は、文化を均質的・固定的なものととらえる見方から、ヘゲモニーをめぐる「ア
リーナ」として場・空間をみなす見方が優勢になってくる変遷について、文化／象徴的次
元と権力を関連させながら考察した研究の系譜をたどっている。 

















































































可能性を論証している。これが本論文の第 3 の実践的な特徴である。 

















2003 年 12 月 17 日 
笠間千浪氏学位申請論文審査員会 
 
主査 早稲田大学教授・文学博士（早稲田大学）      濱口晴彦 
副査 早稲田大学教授・博士（人間科学）（早稲田大学）   蔵持不三也 
副査 早稲田大学教授・学術博士（筑波大学）       寒川恒夫 
